
二
〇
一
九
年
三
月
二
二
日

咲
き
満
ち
て
一
花
も
零
さ
ず
雪
柳

や
よ
い

四
つ
辻
を
曲
が
る
や
否
や
丁
字
の
香

素

秀

春
の
靄
生
駒
の
嶺
　々　
の
襞
を
縫
ふ

は
く
子

梅
が
香
を
運
ぶ
山
雨
の
あ
と
の
風

も
と
こ

大
仰
に
風
い
な
し
を
る
雪
柳

た
か
子

植
え
た
場
所
忘
れ
た
頃
に
黄
水
仙

明
日
香

燕
ら
の
戻
り
華
や
ぐ
無
人
駅

智
恵
子

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
故
郷
の
山
笑
ふ

素

秀

二
〇
一
九
年
三
月
二
一
日

好
物
の
ぼ
た
も
ち
供
ふ
お
中
日

菜

　々　

吉
報
を
運
び
来
る
如
燕
来
る

宏

虎

見
晴
る
か
す
沖
の
白
波
春
疾
風

や
よ
い

春
愁
と
い
ふ
て
は
を
れ
ぬ
介
護
か
な

う
つ
ぎ

二
〇
一
九
年
三
月
二
〇
日

春
雪
や
火
の
坩
堝
な
る
登
り
窯

海
潮
音

真
つ
直
ぐ
に
飛
ば
ぬ
土
器
山
笑
ふ

よ
う
子

安
産
の
祈
願
絵
馬
守
る
濃
紅
梅

た
か
子

鶯
の
高
音
背
を
押
す
登
り
坂

満

天

二
〇
一
九
年
三
月
一
九
日

古
都
ゆ
か
し
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
の
青
き
踏
む

せ
い
じ

春
光
の
綺
羅
撒
き
散
ら
す
太
湖
か
な

隆

松

一
雨
に
枝
垂
れ
芽
柳
う
す
み
ど
り

菜

　々　

二
〇
一
九
年
三
月
一
八
日

答
え
ぬ
は
個
人
保
護
法
春
寒
し

よ
う
子

文
字
太
く
ダ
イ
ヤ
改
正
駅
の
春

明
日
香

ミ
モ
ザ
咲
く
ホ
ス
ピ
ス
棟
は
海
側
に

よ
し
女

待
望
の
女
児
誕
生
に
山
笑
ふ

こ
す
も
す

ラ
ン
ド
セ
ル
見
え
隠
れ
す
る
花
菜
畑

さ
つ
き

二
〇
一
九
年
三
月
一
七
日

大
剪
定
さ
れ
し
大
樹
に
空
広
し

明
日
香

春
風
に
髪
な
び
か
せ
て
少
女
駈
く

三

刀

侮
り
て
コ
ン
ビ
ニ
ま
で
の
春
寒
し

や
よ
い

児
童
等
に
席
譲
ら
れ
て
春
の
旅

た
か
を

二
〇
一
九
年
三
月
一
六
日

回
覧
板
渡
せ
ば
匂
ふ
沈
丁
花

こ
す
も
す

し
　ゃ　
ぼ
ん
玉
飽
き
ず
に
吹
く
子
姉
に
な
る

な
つ
き

大
文
字
火
床
の
山
の
青
き
踏
む

せ
い
じ

畦
に
置
く
ラ
ジ
オ
聞
き
つ
つ
畑
打
ち
す

宏

虎

春
雷
に
手
の
と
ま
り
た
る
厨
事

満

天

軒
下
に
吊
る
す
菅
笠
燕
来
る

愛

正

春
雷
の
喝
に
目
覚
め
し
朝
か
な

や
よ
い

毎
日
句
会
み
の
る
選
・
二
〇
一
九
年
三
月
二
四
日
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